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う｢特殊な生産形態｣ (K., Ⅰ, S.88,〔1〕 138
頁)ないし｢歴史的に規定された社会的生産様






















































































































































































































































































































通物ein Gemeinsames von derselben Gr6LSe｣










●    ●    ●
は, ｢商品の価値対象性｣ (且., Ⅰ,S.62,〔1〕 93
頁,傍点は引用者),すなわち価値そのもので
はなく,価値にかんする- ｢使用対象である







































































































Wertk6rper｣ (K., I, S.66,〔1〕 100頁)である
だけでなく,さらに価値を反映する｢価値鏡






























































































●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●
そのそとでよりもより多くを意味しているとい































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































nattirliche｣ (K., Ⅰ, S.71, 〔1〕 109頁), ｢幻影的
gespenstige｣ (K., Ⅰ, S.86, 〔1〕 136頁), ｢形而
上学的metaphysischer｣もしくは｢神学的仇e0-













































































































































































































現れるものを｢価値存在Wertsein｣ (K., Ⅰ, S.64,
〔1〕 97頁,且., Ⅰ, S.70,〔1〕 106-107頁)や｢価
値性格Wertcharakter｣ (K., Ⅰ , S.65, 〔1〕 98頁)と
呼んで,これらを人間労働の凝固としての｢価値

































































































も, ｢価値の担い手｣ (K., I, S.62,〔1〕 93頁)と
しての価値物の属性と読むことと, ｢具体化された




































































































































pour encourager les autres-ということが思い



























り｢太初に業ありき｣ (K., Ⅰ, S.101,〔1〕 159頁)
となろうが,ただそれは,たんに｢彼ら(商品所
持者;引用者)は,考えるまえにすでに行なって































































































































































































































































































































































最も簡単明瞭に表わしている｣ (K., II, S.62,〔4〕
102頁)ものとした上で,この循環形式の力点は,
価値増殖そのものではなく｢資本家のものである




増殖｣ (K., Ⅱ, S.63,〔4〕 102頁)に求め, ｢貨幣は
ここでは貨幣として支出されるのではなく,ただ























































































脚点があると述べている(〔訳〕 28-32頁)｡ Attali et
Guillaume [1974] 〔訳〕 164-171頁,斉藤[1990]
115-122頁も参照せよ｡
91)例の｢感覚的であると同時に超感覚的である物｣
という文言の直前にも, ｢木材で机を作ると木材の
形態が変えられるが,この形態的変化にもかかわ
らず,机は依然木材でありつづける,机はありふ
れた感性的事物のままである｣ (∬リⅠ, S.85,〔1〕
133頁)という記述がある｡拙稿[2007] (1) 28-
29頁も参照せよ｡
(なお,参考文献については,第44巻第3号で示す)
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